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図 書 館 だ よ り 

2025年6月 vol.14 

●開館時間  

 月曜日～日曜日 9時30分～20時 

●休館日(本館・分館)  

 毎月第２・4火曜日 

（祝日の場合は次の日）  

写真でたどる高石の歴史＝ 浜寺公園編 ＝ 

たかいし愛たっぷりのイベント！ 

前回の郷土イベント「わたしのたかいし むかしのたか

いし」は、私たちが暮らすまち「高石」の魅力を日々発

信している市職員の方と

一緒に開催。いまの高石の

魅力や、昔の高石の思い

出など、皆様の熱心なお話

しで大盛り上がりとなりま

した。 

↑前回のイベントの様子 

 

イベント前とイベント時に 

意見が出た高石の魅力を 

地図にまとめ、本館の郷土 

資料コーナー横に掲示して

います。 

 

むかしのたかいしについて深堀り 

前回ご参加いただいた方のアンケート

では、 むかしの高石について、もっと

詳しく話を聞きたいとのお声が多くあり

ました。そこで今回の郷土イベントは、

高石・羽衣について本を書かれた郷土史研究家の 

柳本徳之
やなぎもと のりゆき

氏をお招きし、柳本

氏が収集された写真などの資

料をもとに、懐かしい高石の様

子を振り返ります。 

浜寺公園のことご存じですか？ 

高石市にある公園で、市

民はもちろん、市外の方

にもなじみがあるのが浜

寺公園ではないでしょう

か。その 歴史は 古く、令

和５年には１５０周年記念事業も開催されました。 

浜寺公園はどのように誕生し、過去どのように利用さ

れてきたのか、高石市民にどう関わってきたのか。 

皆様の浜寺公園の思い出とともに「あの頃」の高石に

ついてお話をお聞きします。 

  
関連本 

高石昔ばなし 

中野 隆夫/著 プラン舎  

高石に住む人々の間に伝わる昔ばなしをまとめた一

冊。お話しの中で起こる出来事や登場人物を通して

昔の高石の姿を垣間見ることができます。羽衣や取

石などのお話もあります。少しずつ、昔の高石に触れ

てみるのも楽しいのではないでしょうか。 

『開設１５０年記念フォーラム講演録

「浜寺公園150年のあゆみ」』 

大阪府鳳土木事務所/発行  

≪館内閲覧のみ≫ 

『たかいしを歩く』-史跡ガイドマップ- 

高石市教育委員会/発行 

★スタッフイチオシ★ 中野隆夫さん

コ ー ナ ー も 

あります！ 
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“猛暑・熱中症対策はお早めに” 

近年最高気温３５℃以上という猛暑日は、日常的になり決して 

めずらしくなくなってきました。今まで通りの過ごし方では 

夏を乗り切れないかもしれません。夏に入る前から、しっかり 

「猛暑・熱中症対策」をしていきましょう！ 

年齢を重ねることによって、鈍ってくるといわれる皮膚の 

温感センサー。エアコンを使わなくても暑さを感じにくく、 

寒さばかりを感じるように。気づかないうちに熱中症リスクが 

高まってしまいます！ 

こまめな水分補給・ゆったりした風通しのよい服を着る・休息を 

しっかりとる・冷感グッズを使用する・室内の温度と湿度を 

気にするなど、基本的な対策をして、体の熱を上げすぎない 

ようにしましょう。 

もうすぐ暑い夏がやってきます。 

元気な体で今年の夏を過ごしましょう。 

 

参考文献  

『猛暑対策BOOK』  藤井 直人／著  

小学館 

 図書館スタッフおすすめのこの1冊！ ～健康コラム⑭～ 

  

作家紹介  中野隆夫 1924～２００２ 

1924年高石市（当時泉北郡高石町）で生まれ暮らした中野隆夫氏は、

7歳の時に肋膜炎に罹り、以後原因不明の発熱のため年に４～５カ月

もの間病床に臥していた。17歳で多発性関節炎（小児リュウマチ）を発

病、高熱と激痛により全身の関節が変形、硬直し、ついに寝返りもでき

なくなり、5年後には完全に仰臥したままの状態となった。そんな状況

にありながら、生活のためにハンコ彫りのアルバイトをしながらも、33

歳の時に文学に取り組み、78歳で永眠するまで、2000点以上の小説

や創作民話、絵画、童画、挿絵を残した。 

仰臥した状態で肩までしか上がらない両腕と変形屈折した指を駆使し

て書き上げる、誰に師事して習得したのでもない文章と絵は、中野氏

の心のあたたかさと才気を伝えてくれ、読む者・見る者を魅了する。 

自叙伝「田螺のつぶやき」には、そんな想像を絶する人生について淡々

と語り、最後には「地にへばりついていきている田螺のような生き方も

悪くない」と書いている。 

たくさんの創作民話の中でも、高石市の広報に連載された「高石昔ば

なし」では、市内の昔の地名が出てくるので、「あの頃の高石」を知って

いる人は懐かしく、今の高石しか知らない人も新たな発見があり、子ど

もだけでなく大人でも楽しめる。 

 

※現在、図書館内の郷土資料展示コーナーにて 

「中野隆夫作品展」を開催中です。（７月２１日まで） 

『南海電鉄 街と駅の物語』 

 生田 誠／著 アルファベータブックス 

高石市にはいくつ駅があるかご存知ですか？

市の面積は小さいながら、ＪＲ阪和線の富木

駅、ＪＲ羽衣線の東羽衣駅、南海本線の羽衣

駅・高石駅、南海高師浜線の伽羅橋駅・高師

浜駅と、６つも駅があります。とくに南海電

鉄は、明治時代に羽衣駅を開業し、浜寺海水

浴場があった頃から人々を運び続け、高石市

民にとっては親しみ深い鉄道なのではないで

しょうか。そんな南海電鉄の歴史が駅ごとに

解説されており、羽衣駅や高石駅、高師浜線

はもちろん、難波から和歌山まで、南海沿線

の古地図や写真で振り返ることができます。 

懐かしい車両の紹介もあり、鉄道好きでもそ

うでない方にもおすすめの一冊です。写真や

地図を見ながら、当時を懐かしんだり、いま

の街と見比べてみたり…。いろいろな楽しみ

方が出来るので、ぜひ地元の方と和気あいあ

いと楽しんでいただければと思います。 

鉄道関係の本はこのほかにもたくさんあるの

で、お気軽にスタッフへお声かけください。 

 

 

① 図書館ホームページのログインページの上部バー 

 「マイページ」にカーソルをあわせるとメニューが表示される 

  パスワード再発行 を選択 

 

 

② 貸出券番号・氏名・生年月日を入力して、ログインする を選択 

③ ログインするとパスワード再発行画面になり、新しいパスワードが 

  設定できる。新しいパスワードを２回入力後、登録する を選択 

 

 予約をするときや、本の延長をするときの

ログインパスワードを忘れてしまった！ 

こんなときは、図書館ホームページや図書館の検索機（OPAC）で簡単に

新たなパスワードを設定できます。  

※５回以上間違ってしまうと、一時的に制限がかかりログインができなくなります。         

お急ぎの方はカウンターへお越しください。（貸出券＋本人様確認書類が必要） 

【スマホやパソコンで設定する場合はこちら】 【館内の検索機（OPAC）で設定する場合はこちら】 

① 検索機トップ画面の「パスワード再設定」を選択 

② 貸出券番号【半角数字】・氏名【全角カナ】・生年月日を 

  入力して 次へ 

③ 新しく設定したいパスワードを 

 ２回入力する → 登録 を選択 


